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モニタリング計画書 

 

平成18年8月14日 

 

氏名 独立行政法人 林木育種センター 

        理事長 田野岡 章 

 住所 茨城県日立市十王町伊師 3809番地1 

 

イ 実施体制及び責任者 

モニタリング実施体制及び責任者

公文書で報告

農林水産大臣および環境大臣

遺伝子組換え生物等
第一種使用等業務安全委員会
（別紙１－１）

根萌芽
あり

事実の記録

直ちに除
草剤処理
を施す

理事長

管理責任者＊

実験従事者
（別紙１－２）

モニタリング
（４月～１０月まで）

根萌芽
なし

報告

モニタリングの終了

１
年
延
長

 
＊管理責任者： 

 

 個人情報につき非公開 ロ モニタリングの対象となる植物等の種類の名称 

   — （ギンドロの根萌芽発生についてモニタリングを行う） 
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ハ モニタリングを実施する場所及びその場所における対象となる植物等の生

育状況 

  ・モニタリングを実施する場所 

 茨城県日立市十王町伊師3809番地1 独立行政法人 林木育種センター （試

験期間中は隔離ほ場の周囲10mの範囲、試験終了後は隔離ほ場内部及びその

周辺10mの範囲） 

 

  ・その場所における対象となる植物等の生育状況 

—（現時点では、周辺 10m の範囲内にはギンドロは成育していない。隔離

ほ場内の主な植生はワラビ、ススキ、スギナ、ドクダミである。ほ場の東側

にはスギが、南側にはヒノキとウメが植栽され、北側と西側は裸地となって

いる。ほ場周囲 10m の範囲の植栽木以外の主な植生はワラビ、ササ類、メヒ

シバであり、コナラ等の木本類の稚樹も少数存在する。ほ場の周囲 10m の範

囲は植栽木以外の植物の刈り払いが定期的に行われており、根萌芽発生に適

した光環境が保たれていて、根萌芽の発生を容易にモニタリングできる状態

となっている。） 

 

ニ モニタリングの期間 

 試験開始から試験終了後１年間の期間とする。試験終了後から１年以内に根

萌芽が認められた場合には、除草剤処理により根系の不活化を行うとともに、

根萌芽が認められなくなるまでモニタリングの期間を１年ずつ延長する。 

 

ホ 実施時期、頻度、その他のモニタリングの方法 

 試験期間中は隔離ほ場の周囲 10m の範囲を４月から 10 月の根萌芽が起こりう

る期間に限って毎月１回定期的に根萌芽を目視によって確認し、根萌芽が認め

られた場合には、除草剤処理によって根系を速やかに不活化する。 

 試験終了後は、隔離ほ場の内部及び周囲 10m の範囲を４月から 10 月の根萌芽

が起こりうる期間に限って毎月１回定期的に根萌芽を目視によって確認し、根

萌芽が認められた場合には、除草剤処理によって根系を速やかに不活化する。 

    

ヘ モニタリングの結果の解析の方法 

 根萌芽の発生をモニタリングすることにより、ギンドロの根系の不活化に必
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要な期間が明らかになる。また、根萌芽が現れた時期、地点、根萌芽の系統（組

換え体か非組換え体の別）の調査結果をもとに根萌芽発生の期間及び範囲を解

析し、モニタリング方法を検証する。 

 

ト 農林水産大臣及び環境大臣ヘの結果の報告の方法 

 林木育種センターは、各年度に実施したモニタリングの結果がまとまり次第

速やかに毎年農林水産省及び環境省に報告する。 

 

チ その他必要な事項 

 —— 
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緊急措置計画書 

 

平成18年8月14日 

 

氏名 独立行政法人 林木育種センター 

        理事長 田野岡 章 

住所 茨城県日立市十王町伊師 3809番地1 

 

 第一種使用規程の承認を申請している高セルロース含量ギンドロ trg300-1 

(AaXEG2, Populus alba L.)（以下、組換えギンドロ という）の第一種使用等

において、生物多様性影響が生ずる可能性が示唆された場合、林木育種センタ

ーでは生物多様性影響のリスク評価を実施する。このリスク評価に基づき、生

物多様性に及ぼす影響に応じた管理計画を設定し、こうした危険度を軽減する

措置など必要に応じて行う。さらに、特定された危険性の重大性や起こりうる

確率から判断して、生物多様性影響が生ずるおそれがあると認められた場合は、

当該影響を効果的に防止するため、特定された問題に応じ、以下のことを行う。 

 

(1)実施体制及び責任者 

 ＊管理責任者： 

 個人情報につき非公開  

 

(2)申請に係る第一種使用等の状況の把握の方法 
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 第一種使用等の状況は、林木育種センター実験従事者から得られた情報によ

り把握するとともに、林木育種センター遺伝子組換え生物等第一種使用等業務

安全委員会の委員による査察を行う。 

 

(3)申請に係る第一種使用等をしている者に緊急措置を講ずる必要があること

及び緊急措置の内容を周知するための方法 

 実験従事者に直接口頭で伝え、事実を記録する。 

 

(4)申請に係る遺伝子組換え生物等を不活化し又は拡散防止措置を執ってその

使用等を継続するための具体的な措置の内容 

 具体的な措置として、組換えギンドロを隔離ほ場内でチップ集積場に積み置

きして乾燥により不活化させるか、オートクレーブあるいは焼却処理するなど

して不活化し隔離ほ場外への組換えギンドロの放出が行われないようにするこ

と、また隔離ほ場周辺をモニタリングすることにより組換えギンドロが隔離ほ

場外へ放出されていないことを確認すること等、必要な措置を実行する。 

 

(5)農林水産大臣及び環境大臣への連絡の方法 

 生物多様性影響が生じる可能性が示唆された場合、林木育種センターはその

ことを直ちに農林水産省及び環境省に報告する。 

 

(6)その他必要な事項 

 

  —— 
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隔離ほ場における実験計画 

 

用途としては、平地でのほ場栽培によるパルプ用材としての利用を想定し、

以下の実験を計画した。 

 

1. 導入遺伝子の存在及び発現の安定性の調査 

 サザンハイブリダイゼーション及びウエスタンブロッティングを行うことに

より、細胞内に移入した核酸の存在の安定性及び当該核酸の発現の安定性を調

査する。枝変わり、挿し木の繰り返しによる影響についても検討する。 

2. 宿主又は宿主の属する分類学上の種との相違 

（1）形態及び生育特性の調査 

 毎年の４月から１１月まで月１回、各系統の樹高、胸高直径及び花芽の有無

を調査する。また、毎春に新葉の形態を観察し写真に記録する。 

（2）葉の物理的強度調査 

 引張り試験により、葉の物理的強度の違いを組換えギンドロと非組換えギン

ドロの系統別に調査する。 

（3）材の成分含量調査 

 各年度の成長休止期に各系統より 3 本を伐採し、材のセルロース、ヘミセル

ロース及びリグニン含量を調査する。 

（4）外生菌根菌の調査 

 各系統のプロット内を数区画に分割するとともに、プロットの外に向けて最

小 1m 間隔で区画し、毎年６月から１０月まで子実体の発生数を梅雨期及び９月

中旬については週２回、その他の期間は週１回調査する。 

（5）摂食試験 

 アメリカシロヒトリなどの食葉性の昆虫を捕獲し、水差しした枝葉に放して

葉を摂食させ、摂食の程度を組換えギンドロと非組換えギンドロの系統別で比

較する。 

（6）病虫害調査 

 系統別に穿孔性害虫、食葉性害虫、さび病の被害の有無と、被害があった場

合は被害量を調査する。調査時期は開葉時から 9月までの月 2回とする。 

（7）幹と枝葉の腐朽の調査 

 各系統より採取した一定重量の幹及び枝葉をネット等に入れ、隔離ほ場内の
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土壌表面に放置し、3ヶ月間隔で枝葉の重量変化を調査する。 

（8）土壌成分調査 

 植栽年と全伐採直近の１０月に各系統のプロット内の土壌を採取し、窒素・

炭素・リン・カリウム含量を測定することにより、土壌成分に及ぼす影響を調

査する。 

（9）有害物質の産生性 

①根から分泌され他の植物に影響を与えるものの産生性 

 毎年１０月に各系統のプロット内の土壌を採集し、その土壌を用いて検定植

物の生長量を測定することにより、根から分泌され他の植物に影響を与えるも

のの産生性を調査する。 

②根から分泌され土壌微生物に影響を与えるものの産生性 

毎年１０月に各系統のプロット内の土壌を採集し、土壌中の微生物数（細菌、

放線菌及び糸状菌数）を希釈平板法により測定することにより、根から分泌さ

れ土壌微生物に影響を与えるものの産生性を調査する。 

③植物体が内部に有し、枯死した後に他の植物に影響を与えるものの産生性 

毎年１０月に各系統より枝葉を採取し、鋤込み法により検定植物の生長量を

測定することにより、植物体が内部に有し、枯死した後に他の植物に影響を与

えるものの産生性を調査する。 

 

 これらの実験項目を次表の年次計画に沿って行う。サンプリングの方法は地

点間差が大きくならないことを考慮して行う。また、5 年目の成長休止期には全

ての植栽木を伐採し、伐採後の最初の 6 月頃に、発生した根萌芽と伐根に除草

剤処理を行うことにより根系の不活化を行う。その後は根萌芽の発生をモニタ

リングする（モニタリング計画参照）。なお、本組換えギンドロの葉のほ場外へ

の飛散が顕著な場合には、必要に応じて隔離ほ場の周囲に設置するフェンス内

に網目の小さいネットを張るなどの措置をとる。 
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○

隔離圃場における年次計画

     実験項目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1.　導入遺伝子の存在及び発現の安定性の調査 ○ ○ ○ ○ ○

2.　宿主又は宿主の属する分類学上の種との相違

　（1）形態及び生育特性の調査 ○ ○ ○ ○ ○

　（2）葉の物理的強度試験 ○

　（3）材の成分含量調査 ○ ○ ○ ○

　（4）外生菌根菌の調査 ○ ○ ○ ○ ○

　（5）摂食試験 ○

　（6）病虫害調査 ○ ○ ○ ○ ○

　（7）幹と枝葉の腐朽の調査 ○ ○ ○

　（8）土壌成分調査 ○ ○

　（9）有害物質の産生性

　　　①根から分泌され他の植物に影響を与えるもの

　　　　 の産生性

　　　②根から分泌され土壌微生物に影響を与えるも

         のの産生性

　　　③植物体が内部に有し、枯死した後に他の植物

       　に影響を与えるものの産生性

○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

 

 




